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あ らま し

2003年 度からスター トした情報科は,コ ンピュ

ー タネッ トワーク設備
,教 材,教 師の指導力な

ど,様 々な問題 を抱えなが らも2年 目を迎 えて

いる。情報科は 「情報活用 の実践力」 「情報社

会に参画する態度」 「情報の科学的な理解」の3

つの目標 を柱 に展 開されているが,実 情は 「情

報活用の実践力」 に大 きくシフ トし展開 されて

いる状態である。本稿では,情 報3科 目で 「情

報の科学的な理解」の扱いについて整理す ると

ともに,カ リキュ ラムの展 開 につい て検討 す

る。

キ ー ワ ー ド

情報 科 カ リキ ュラ ム,科 学的 な理解,し くみ と

働 き

うのが正直なところであろう。 もう一つは情報

科教員の指導力 とい う根本的な問題である。多

くの情報科教員 はこれまで数学や理科 を専門と

してお り,情 報科の指導に慣 れていないのが現

状である。そのために内容的に最 も容易 な情報

Aを 選択 したと考 えられる。生徒の情報に関す

る能力の実態把握 と教師の指導力 の問題 は今後

早急に解決すべ き問題である。

情報科が大学入試 センター試験 において見送

りとなった現状 においては,指 導 内容や実習課

題 など思い切 った展 開がで きる ようになった。

しか し,情 報Aを 選択 している学校が8割 を超

えている状態では,発 表や作 品制作 などの実習

中心 とした内容 ばか りが展開され,原 理や仕組

みが軽い扱い となっている。この問題について

初等教育か ら中等教育 までの体系化 された情報

教育の中でいかに扱 うべ きか解決方法 を探 る。

2、情報教育の体系化

1.ま えが き

全国の高等学校 における情報教育の実態調査

(画 像情報教 育振 興協 会2003年)に よる と,

80%以 上の高校が1青報Aを 選択 し,情 報Cが

12%,情 報Bが6%程 度 と続いている。その理

由については2つ 考えられる。まずは,高 校入

学時における生徒 の情報 に関する知識 とスキル

が全体的に低 く,情 報ネッ トワークの活用 に重

点 を置か ざるを得 ない と学校が判断 し情報Aを

選択 しているか らである。 しか し実際は授業を

展開 してみない と生徒の実態がわか らない とい

情報教育 は情報活用能力の育成 を目標 として

いる。情報活用能力 とはコンピュータや インタ

ーネッ トに関す る知識や技能の修得 にとどまら

ず,背 景にある原理や しくみ,社 会的な影響 に

ついて正 しく理解 してお く必要がある。そのた

めには,講 義 ・実習 ・討議 ・調査活動 といった

学習活動を小学校か ら高校 までスパイラルに学

習 を繰 り返 し,習 得 させるべ ぎである。

小学校では情報教育を実施する科 目や領域は

設定 されていないが,総 合的な学習の時間を中

心 に各教科 においてコンピュー タやインターネ
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ッ トに慣 れ親 しませ るとある。つま りは特 に指

導内容は明確 に しないが,イ ンターネ ットを使

った情報検索,ワ ープロを使 った文集 の制作,

プレゼンテーシ ョンソフ トを使 った発表な どが

含 まれることとなる。

中学では技術 ・家庭科の 「情報 とコンピュー

タ」領域 を必修 とし,す べ ての中学生 に履修 さ

せることになっている。 この段 階では,タ イピ

ング,各 アプリケーションソフ トの活用,イ ン

ターネッ トの活用 を必修 とし,選 択 としてマル

チメディア制作,プ ログラミング と制御 が含 ま

れている。中学で初めて情報教育 を科 目の中で

設置 し実施することになるが,内 容 としては高

校情報科 と重 なる部分やそれ以上の内容が盛 り

込 まれている。情報Aの 目標 としている基礎的

な知識 と技能の習得 は特 に重 なる部分が多い。

高校においては情報3科 目によって学習内容

が大 きく異 なって くる。情報Aは,実 習 を通 し

て情報活用の実践力の育成を主 としている。情

報 を正 しく活用するための基礎 やコンピュータ

実習を通 して基本 的な活用方法 を学ぶことが中

心 になるため,コ ンピュー タ理論や しくみを理

解する目標の達成度は低 くなる。

情報Bで は,目 標その ものが情報の科学的な

考 え方 と方法の習得 にあるため,す べての内容

においてコンピュータ理論や しくみ を扱 う内容

となっている。特に 「問題のモデル化や シミュ

レーシ ョン」 はこの科 目で しか扱 わない部分で

あるが,情 報工学の基礎 となる部分であ り,今

後 の情報科 のあ り方 に大 きく関わる部分 であ

る。

情報Cに おいては情報通信ネ ッ トワークの扱

いを主 としているため,情 報のデ ィジタル化や

コンピュータネ ッ トワークの しくみについては

重点 を置いているが,モ デル化やシ ミュレーシ

ョンには触れていない。

携帯電話の普及によ り情報機器や情報通信ネ

ッ トワークは日常生活の中にあ り,身 近な存在

となっている。 しか し携帯電話の利便性,気 楽

さか ら比較すれば,コ ンピュータは操作が複雑

で使いこなす ことが難 しい ものである。活用法

を習得するまでに時間を要するのに,ま して理

論や しくみに興味 を持 っている生徒が多い とは

考 えられない。情報 の科学的な理解 は,今 後の

情報教育の方向性 を決める要素の重要な指導ポ

イン トであるが,指 導項 目や指導方法には十分

な研究や工夫が必要である。

3.情 報の科学的な理解の扱 いと学習の範囲

情報活用の実践力 を単 にコンピュー タやイン

ターネ ッ トを活用す る とい う体験 の レベルか

ら,真 の実践力,知 恵の レベルに高めてい くた

めには,情 報の科学的な理解が必要 となる。

小学校段階では,学 習活動 の中で コンピュー

タネ ッ トワー クを使い なが ら処理 の手順 や文

字,画 像 による表現方法 について扱 うことが重

要である。中学,高 校段階では,生 活の中で情

報技術がいか に活用 されているか認識す るとと

もに様 々な場面で コンピュー タやインターネ ッ

トを活用する実践活動 を行 う。そ して処理の過

程や結果を評価 し,フ ィー ドバ ックさせ なが ら,

知識理解,知 恵 として定着 を図る。

情報 の科学的な理解の範囲 としては,情 報の

表現法,情 報処理の方法,統 計的見方 ・考え方

やモデル化の方法,シ ミュレーシ ョン手法,人

間の認知的特性,身 近 な情報技術 の仕組み,情

報手段の特性がある。

4.高 度情報化社会 に必要な教育 とは

携帯電話やPHSの 加入者が7000万 人が超 え

た現在 となっては,コ ンピュータに限 らず情報

端末機 を携帯 し,イ ンターネ ッ トを中心 とした

コンピュータネ ッ トワークを活用す ることが普

通に行 われるようになった。比例す るように子

どもたちがネッ トワーク上での トラブルか ら発

展 した事件に巻 き込 まれる件数 も増 えている。

情報社会 に参画す る態度の育成 は,情 報教育の

大 きな柱 とい える。情報活用の実践力 と情報の
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科学的な理解 に基づ き,情 報化 が社会 に及ぼす

影響や,ト ラブルを克服するための方策を考え

させ ることが重要である。

小学校段 階か ら,安 全 にコンピュータや イン

ターネッ トを活用す る場面を設定 し,徐 々に子

供 たちの主体性に委ねてい く過程で,影 の影響

やそれへの対処法 を明示的に指導 してい くこと

が必要である。学習の範囲 としては,情 報技術

と生活や産業,コ ンピュータに依存 した社会の

問題 点,情 報モラル ・マナー,プ ライバ シー,

著作権,コ ンピュータ犯罪,コ ンピュー タセキ

ュリティ,マ スメディアの社会への影響な どが

考えられる。

これ らの学習においては,自 分 自身が情報社

会の創造 に関与するとい う観点から,単 なる情

報の受け手 としてで なく,自 らが情報の発信者

になる場合の態度の育成が重要である。
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図1情 報科授業で期待 していること

図2あ なたの達成目標

5.高 校生が期待する情報科 とは

本校では情報Cを 高校1,2年 の分割履修 とし

2単 位必修で実施 している。中学で情報機器の

基本的な使い方や知識 を学んだ高校生が情報科

の授業 に何 を期待 してい るか調査 した。被調査

者は高校1年 次 で情報のデ ィジタル化,ネ ット

ワークとコミュニケーシ ョンを学んだ高校2年

生である。

(1)調 査の実施

①被調査者数:124名 有効 回答数96名

②調査時期:平 成16年4月

③調査方法:無 記名,記 述式

(2)結 果 と考察

調査項 目は 「授業で期待 していること(複 数

回答可)」 「達成 目標」 の2点 である。調査前か

ら想定 していた点 としては作品制作 を通 してリ

テラシーを身につけてスキルアップを図 りたい

と考えている生徒が多いことである。一方授業

計画を示 した時点でVBAプ ログラムを実施す

ることは伝 えていたが,プ ログラムに興味 を持

つ割合が多い点 は予想以上であった。

高校生に とって情報科はコンピュー タ実習 を

中心 とした授業 を期待 している。座学中心で知

識 を教 え込 まれ るとは思 っていない。 しか し,

実習 を通 して知識や しくみを知 ることには興味

を持っていることがわかる。調査後,Excelを

使 ったVBAプ ログラムを8時 間実施 し,ア ル

ゴリズム,並 び替 え,モ デル化,デ ータベース,

シミュ レーシ ョンを扱 うことがで きた。調査結

果通 りに興味 を持 って取 り組む生徒が多 く,難

しいか らといって投 げ出す生徒 はみ られなかっ

た。 このことか らプログラム実習や実験 を前提

に授業展開を工夫することによって,理 論や し

くみを教 えることがで きる。

6.情 報科 カ リキ ュラムの提 案

ここでは普通教科情報 を3科 目に分類せず,

1科 目としてカリキュラムを提案する(表1)。3

科 目に分けることによって,学 校 や生徒の状況

に応 じた学習が可能になると予想 されたが,現

状 は3科 目に分類 したことによって学習すべ き

内容が切 り捨てられた影響が大 きいと考える。
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これまで情報A,Cを 選択 している学校 や生

徒 を対象に情報の科学的な理解 の3つ の 目標 を

押 さえた配分 とした。情報A,Cは,内 容的に

情報活用の実践力,情 報社会に参画する態度の

育成 にシフ トしてお り,コ ンピュータやインタ

ーネッ トの活用経験の浅い生徒 を対象 とした内

容 となっている。そ して,他 教科に対 して柔軟

にサポー トで きるもの となってお り,他 教科で

の レポー ト制作,海 外校 との共同学習,生 徒会

活動などでの活用 も連携で きるものとなってい

る。特に情報Aの ポイントは実習 と講義の配分

にある。総時間数の1/2以 上を実習 にあてるこ

とを考 えれば,毎 時間の授業 において コンピュ

ータを使 った教材 を用意 してお く必要がある。

また,イ ンターネ ットを中心 としたネ ットワ

ークの正 しい活用 と重要性 についての指導 も重

要 な点である。そこで次 のことに留意 してカ リ

キュラムを組むこととした。

① 講義が 中心 となる授業においても実習 ・実験

を取 り入れる

②情報のデ ィジタル化,コ ンピュー タやインタ

ーネットの しくみを知る

③ リテラシーの習得はタイ ピング,ソ フ トウェ

アの活用,プ ログラ ミングまで

④ コンピュータの処理の流れ を理解 させる

⑤ プログラミング実習を取 り入れ,モ デル化 と

シ ミュレーションを扱 う

⑥Webペ ージ制作や動画編集な どマルチメデ

ィアコンテ ンツ制作 を取 り入れる

⑦情報社会に関わる技術 と態度 ・姿勢 を身につ

けさせる

⑧総合実習で学習 のまとめ として,マ ルチメデ

ィアを活用 したWebペ ージ制作 を行 う

表1情 報科 カリキュラム案(2単 位70時 間)

指導項目 指導内容 時間

私たちの生活と情報化社会 コンピュータとネ ットワークの発達

情報社会の心構え
コンピュータとインターネッ トの利用 としくみ

メディアの発達 とマルチメディア

情報化社会 と生活

1

1

2

1

1

情 報 伝 達 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 成 立

デ ジ タル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

1

1

安 全 な情 報 の 収 集 と発 信

ネ ッ トワ ー ク と コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

インターネットを使 った情報検索

情報の整理
ワープロ,表 計算 を使った情報の整理

データベースを使 った情報の整理

WWW,電 子メールの しくみと使い方

TCP/:【Pと プロ トコル

著作権 とネットワークのマナー

1

1

2

2

2

2

1

情報のディジタル化 ディジタル とアナログ

0と1の 世界

文字,画 像,音 声,動 画像のディジタル化

1

1

3

画 像 処 理,ア ニ メ ー シ ョ ン,

3DCGソ フ トの 活 用

スキャナ,デ ジタルカメラの活用

画像編集ソフ トを使 った作品制作
ファイル形式,管 理

アニメーション,動 画像の編集

3次 元CGの 表現

3DCGの 作成

Webペ ージの制作

2

3

1

3

1

3

3

情報処理の流れ ア ル ゴ リズ ム

プ ロ グ ラム の種 類 と処 理

JAVAScript,CGS,VB,JAVA

表 計 算 ソ フ トの処 理 手 順

1

2

1
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モ デ ル 化 と シ ミュ レ ー シ ョ ン
■

VBAブ ロ グラ ミ ン グ 1

モ デ ル化 と シ ミュ レー シ ョン 1

プログラ ミング実習 6

総合実習 グル ー プ ワー クの 意 義 1

グループ研究 制 作 の 流 れ.プ ラ ンニ ン グ 2

Webペ ージ制作 ペ ー ジ デ ザ イ ン 1

構 成 図,絵 コ ン テ 1

Webの デ ザ イ ン 1

HTMLエ デ ィタを使 っての制作 7

プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン 2

作品の評価 1

情報社会の進歩 ロ ボ ッ ト開 発 1

まとめ コンピュータと医療技術,宇 宙開発 1

7.ま とめ と課題

今回提案 したカリキュラムでは,リ テラシー

教育 と表現力の育成が柱 となっている。 リテラ

シー教育には情報 リテラシー,コ ンピュータリ

テラシー,メ デ ィアリテラシーが含 まれ,高 度

情報通信社会 を生 き,発 展 させ るために必要な

能力の育成 をめざす。具体的には情報手段 の特

性 を理解 し,適 切 に扱 える,コ ンピュータやイ

ンターネッ トの利便i生と危険性 を認識 したうえ

で正 しく活用で きる,情 報処理の流れを理解 し

た うえで基礎 的な理論 や しくみ を理解す るの3

点である。表現力の育成では,デ ィジタル化 し

た静止画像,音 声,動 画像 などの作成方法 を学

ぶ とともに,作 品制作 を通 して表現の幅を広 げ

る。

総合実習では,グ ループ研究 を行い研究作 品

としてWebペ ージを制作する。一人で制作す

る作 品には技術 的やア イデ アに も限界が ある

が,グ ループによる活動ではお互 いにアイデア

を具体化 しなが ら協力 して多 くの情報量 をもつ

マルチメディア作品を制作することができる。

情報科に期待 を寄せる高校生は多い。本稿で

は情報の科学的な理解の扱いについて整理 して

きたが,理 論 を教えるか らといって講義中心 と

考 えるのではな く,効 果的 な実習や実験 を取 り

入れた指導法 を研 究する必要がある。これから

の情報教育の展 開は高度情報通信社会 を生 き発

展 させ る若者 に対 して,大 きな責任 を担 ってい

る。初等中等教育で身につ けるべ き情報技術,

知識,姿 勢 ・態度 は高校情報科で完成 しなけれ

ばならない。指導現場 に立つ教員は,こ れまで

実施 して きた授業 を評価 し改善 してこそ,成 長

があ り生徒 に還元で きる と考 える。

今後は,カ リキュラムを実践 した うえで時間

配分,項 目内容 ・順序 について再検討の必要が

ある。指導方法について も課題 としたい。
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